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コガタアカイエカ発生源の事例報告  

 

  髙橋 史恵  
 

Reports about Culex tritaeniorhynchus which Bred in Depressed Place 

in Yamanashi Prefecture 

 

Fumie TAKAHASHI 

 

キーワード：コガタアカイエカ、窪地、休耕地、水溜 

 

 

コガタアカイエカ（Culex tritaeniorhynchus）は日

本では北海道以外に分布するナミカ属の1種で、発生源

は、水田、窪地、灌漑溝、池沼等の水溜である 1）。本種

は日本脳炎ウイルス、ウエストナイルウイルスの感染症

媒介可能な蚊類である。 

当所では2005年から2012年まで蚊類の生息状況調査

を行った 2～7）。成虫の生息及び幼虫の生息が確認された

感染症媒介可能な蚊類は、2009年までの調査では計4種

（ヒトスジシマカ（Aedes albopictus）、ヤマトヤブカ

（Aedes japonicus）、アカイエカ種群蚊（Culex pipiens 

Linnaeus）、オオクロヤブカ（Armigeres subalbatus））

で、コガタアカイエカは確認できなかった。 

2014年に国内感染のデング熱患者が多数発生し、翌年

国から「蚊媒介感染症の対策・対応手順」等が示された。

これに伴い蚊類及び蚊媒介感染症に対する関心が高ま

り、近年蚊類の発生源対策を含む防除方法に関する情報

提供が各種媒体を通じ実施されている。このような背景

を受け事例確認から5年が経過したが、2010年9月と10

月の計2回南アルプス市内の窪地水溜からコガタアカイ

エカ幼虫が確認されたので報告する。 

 

調査方法  
 

１ 調査場所 

甲府市、韮崎市、南アルプス市、甲斐市、笛吹市、 

甲州市、中央市、富士川町 

 

２ 調査期間 

2005～2012年 

 

３ 捕集方法  

  農業用灌漑池、窪地、不法投棄された人工容器（バケ

ツや漏斗等）、神社境内石造物の水溜等を対象に、蚊類

幼虫を目視で確認し、溜水とともに柄杓で回収した。 

 

４ 同定方法 

試験室（室温）で成虫になるまで飼育し、羽化した成

虫をクロロホルムで殺虫後、実体顕微鏡にて同定8～11）し

た。 

 

結果と考察 

 

2005年から2012年までの調査で確認することができ

た感染症媒介可能な蚊類幼虫を調査年別に示した（表）。

2009年までの調査ではコガタアカイエカは未確認だっ

たが、2010年に南アルプス市の休耕地の窪地水溜で蚊類

幼虫が生息していることが確認された。 

2010年9月30日、南アルプス市の休耕地の窪地水溜

（約150ｃｍ×約80ｃｍ、深さ約25cm、pＨ7.0）におい

写真 コガタアカイエカ（左：幼虫、右：成虫） 

表　発生源が確認できた感染症媒介可能な蚊類幼虫

調査年
コガタア

カイエカ

ヒトスジ

シマカ

アカイエカ

種群蚊

ヤマト

ヤブカ

オオクロ

ヤブカ

2005 ○ ○

2006 ○ ○ ○

2007 ○ ○

2008 ○ ○ ○

2009 ○

2010 ○ ○ ○ ○

2011 ○ ○ ○ ○

2012 ○
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て、100個体以上の蚊類幼虫が生息していることを目視

で確認し、柄杓10杯分の水とともに幼虫を回収して、飼

育したところ全てコガタアカイエカ（計259個体）だっ

た（写真）。 

2010年10月7日、同窪地の水溜で同様に幼虫を回収

し、飼育したところ、コガタアカイエカ（計427個体）

及びアカイエカ種群蚊（計4個体）であった。上村1）は、

コガタアカイエカの発生源として、水田、窪地、灌漑･

排水溝等を報告している。本調査により、上村の報告ど

おり窪地がコガタアカイエカの発生源となることが確認

できた。なお、窪地ができた休耕地の所有者によると、

休耕地に搬入された土が粘土質であったため、雨水等が

溜まりやすかったのではないかとのことであった。同年

10月中旬、土の入れ替えが実施され窪地は消失した。休

耕田の一部が放置され雨水が溜り、蚊類幼虫の発生源と

なることは、渡辺12）が述べているが、今後休耕田を含め、

空き地や空き家等に生じる水溜が蚊類の発生源として問

題化することが懸念される13）。 

身近な生活環境の窪地や人工容器等の流れの無い水

溜から感染症媒介可能な蚊類が発生することを認識し、

定期的に蚊類の発生源の除去を実施することは、感染症

媒介蚊対策の中でも基本的な対策とされている10､11）。 

2014年の国内でのデング熱患者発生、世界各地でのジ

カウイルス感染症患者発生が報告されている中、発生源

除去をはじめとする蚊媒介感染症対策は、今後ますます

重要となってくる。いろいろな場所での蚊類の発生源調

査を継続し、状況を把握しておくことは対策に役立つも

のと考えられる。 
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